
 

 

 

２０２６年９月７日 

 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループ ホールディングス株式会社 

三井住友海上火災保険株式会社 

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 

ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社 

ＭＳ＆ＡＤグランアシスタンス株式会社 

 

～愛知県豊田市の実証実験に参画し、自動運転支援機能の有効性を検証～ 

遠隔監視およびリスク・安全性評価による自動運転の運行支援体制を構築 
 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループの三井住友海上火災保険株式会社（代表取締役社長：海山 裕）、  

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社（代表取締役社長：新納 啓介）、ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式

会社（代表取締役社長：宮岡 拓洋）、およびＭＳ＆ＡＤグランアシスタンス株式会社（代表取締役社長：鈴木 

省一）は、安全・安心な自動運転の社会実装に向け、遠隔監視および走行前後のリスク・安全性評価による   

自動運転の運行支援体制を構築しました。９月１４日から、MONET Technologies 株式会社が事業全体の   

マネジメントを行う愛知県豊田市の実証実験への参画を通じて、支援機能の有効性を検証します。 

グループ各社が培ってきた強みや知見を活かし、走行前のリスク評価、走行中の遠隔監視、および走行後の

運転評価を一気通貫して実施することで、自動運転の安全な運行や事故リスクの低減を支援し、持続可能で 

利便性の高い移動サービスの実現に貢献していきます。 

 

１．背景 

人口減少や高齢化に伴うドライバー不足、地方における移動手段の減少等の社会課題が広がる中で、自動運転

は、地域交通の維持、輸送効率の向上、交通事故の削減、移動困難者の支援に資する技術として期待されて  

おり、実用化に向けた取組みが加速しています。一方で、自動運転車両が公道で安全に運行するためには、  

技術面の検証に加え、走行ルートのリスク把握、遠隔監視体制の整備、走行データに基づく継続的な改善など、

運用面・管理面の体制整備が求められます。 

当社グループが損害保険事業を通じて培ってきた事故削減の知見、リスク評価・分析力、事故発生時の対応    

ノウハウを活用し、自動運転の社会実装に貢献することを目指します。 

 

２．概要 

グループ各社の専門性を掛け合わせ、走行ルートのリスク評価、走行中車両の遠隔監視、異常発生時の    

オペレーター対応、テレマティクスの知見を活用した走行データ分析を実施する体制を構築しました。 

 

＜フェーズごとの各社役割＞ 

 
 

 



３．参画する実証実験について 

自動運転レベル４（一定の条件下で、システムがすべての運転操作を実行）に向けた技術的安全性等を検証  

するため、愛知県豊田市は、市街地・山村・郊外の異なる交通環境で乗客を乗せて自動走行する実証実験を  

実施します。本実証実験では、MONET Technologies 株式会社が事業全体のマネジメントを行い※、当社    

グループは、遠隔監視支援、走行環境調査、走行データ分析等の役割を担います。 

※ 愛知県豊田市の自動走行実証に協力（MONET Technologies ２０２６年９月７日お知らせ） 

 

＜運行概要＞ 

■市街地 

期間 ２０２６年９月１４日 ～ ２０２７年２月２６日 

区間 豊田市駅（若宮町）～豊田スタジアム東（広川町） 

■山村 

期間 ２０２６年１１月上旬 ～ ２０２７年２月２６日 

区間 道慈小学校（千洗町）～小原中部小学校（遊屋町）～本城小学校（市場町） 

■郊外 

期間 ２０２７年２月上旬 ～ ２０２７年２月２６日 

区間 名鉄三河線土橋駅（土橋町）～愛知環状鉄道三河豊田駅（山之手） 

 

４．今後の展開 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループは、本実証実験への参画を通じて得られる知見をもとに、自動運転に

関するリスク・安全性評価、遠隔監視、運行支援、事故対応など、各分野の連携をさらに深めていきます。 

今後、グループ各社の強みを掛け合わせ、自動運転の社会実装に必要な支援機能の高度化を図るとともに、  

社会課題解決に資する新たな移動サービスの実現に貢献していきます。 

 

以 上 

 

 

https://www.monet-technologies.com/news/info/20260907_01

